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１ 調査名称：姫路市総合交通体系整備計画策定調査

２ 調査主体：姫路市

３ 調査圏域：姫路都市圏

４ 調査期間：平成１８年度～平成２０年度

５ 調査概要：

交通環境の変化は著しく、全国的に自動車交通量の増加による慢性的な道路混

雑が発生し、他方、鉄道・バス等の公共交通は利用者数が減少し続け、その存続

が危ぶまれる状況にある。

また、姫路市においては、ＪＲ山陽本線等の高架化、ＪＲ新駅設置、市町合併

などにより、交通環境が大きく変わろうとしている。このような現状のもと、早

急に対応すべき次のような課題が明らかになってきている。

・主要幹線道路の渋滞緩和

・鉄道・バス等公共交通の利便性向上

・鉄道駅や主要バス停留所、港湾等の交通結節機能の強化

・高齢者、身体障害者など交通弱者が移動しやすい環境づくり

・来訪者の回遊性向上 等

そこで、平成18年度に第4回京阪神都市圏パーソントリップ調査の補完調査を

実施し、姫路市パーソントリップデータを整備するとともに、その成果を用いて

平成19年度より2カ年をかけ、交通に係る諸課題の解決に向けた定量的な分析を

行うことにより、本市の交通体系のあるべき姿を目指した「公共交通を中心とし

た姫路市総合交通計画」を策定する。
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＜調査成果＞

１ 調査目的

交通環境の変化は著しく、全国的に自動車交通量の増加による慢性的な道路混雑が発

生し、他方、鉄道・バス等の公共交通は利用者数が減少し続け、その存続が危ぶまれる

状況にある。

また、姫路市においては、ＪＲ山陽本線等の高架化、ＪＲ新駅設置、市町合併などに

より、交通環境が大きく変わろうとしている。このような現状のもと、早急に対応すべ

き次のような課題が明らかになってきている。

・主要幹線道路の渋滞緩和

・鉄道・バス等公共交通の利便性向上

・鉄道駅や主要バス停留所、港湾等の交通結節機能の強化

・高齢者、身体障害者など交通弱者が移動しやすい環境づくり

・来訪者の回遊性向上 等

そこで、平成18年度に第4回京阪神都市圏パーソントリップ調査の補完調査を実施し、

姫路市パーソントリップデータを整備するとともに、その成果を用いて平成19年度より

2カ年をかけ、交通に係る諸課題の解決に向けた定量的な分析を行うことにより、本市

の交通体系のあるべき姿を目指した「公共交通を中心とした姫路市総合交通計画」を策

定することを目的とする。

２ 調査フロー

（１）姫路都市圏パーソントリップ補完調査詳細分析業務 （２）姫路市総合交通計画策定業務

・都市構造の分析 ・基本計画編（案）の作成

・交通体系整備の方向性に関する分析 ・地域交通の検討

・交通需要分析 ・懇話会、幹事会の運営

・数値目標の分析

・パーソントリップ詳細分析のまとめ

公共交通を中心とした姫路市総合交通計画

基本計画編（案）の策定
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３ 調査圏域図

（１）姫路都市圏パーソントリップ補完調査詳細分析業務

（２）姫路市総合交通計画策定業務

・姫路市内
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４ 調査成果

（１）姫路都市圏パーソントリップ補完調査詳細分析業務
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（２）姫路市総合交通計画策定業務

１ 骨格となる将来の公共交通ネットワーク
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２ ネットワーク整備の考え方
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３ 展開すべき主要な施策




